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【プレスリリース】 

被災地出身の高校生・大学生 80 名 東北の未来への提言 

小泉進次郎復興大臣政務官ら各界のリーダーの前で 
 

2014 年 10 月 9 日 

 

【概要】 

一般財団法人教育支援グローバル基金（東京都・渋谷区）は、2014 年 10 月 11 日（土）～13 日（月・祝）にビ

ヨンドトゥモロー東北未来リーダーズサミットを開催します。本サミットには、高倍率の書類選考によって選抜

された、岩手・宮城・福島の 3 県出身の高校生・大学生 80 名が参加し、東北被災地の復興に向けた提言を策定

します。参加学生の多くは、東日本大震災によって被災し、保護者や家族を亡くす、自宅が全壊となる、原発避

難区域から避難する等、困難な体験を有しています。2 泊 3 日のサミット会期中、学生たちは様々な領域で活躍

するプロフェッショナルのサポートを受けながら、東北被災地の課題を議論し、東北被災地出身の自分たちこそ

が果たすべき役割をアクションプランとして提言にまとめます。プログラムの最終日（13 日）には、小泉進次郎

内閣府大臣兼復興大臣政務官を含む政治・行政・ビジネス・メディア・ＮＧＯなど各方面のリーダーたちの前で、

参加高校生自らが提言を発表する予定です。 

 
 

【ご取材について】 

この度、10 月 13 日（月・祝）に行う閉会式／提言発表会（東京都・千代田区）をご取材いただくことができま

す。各界のトップリーダーたちの前で発信する意欲ある東北被災地の学生たちの、生の声をご取材いただければ

幸いです。尚、11 日（土）、12 日（日）のディスカッションの模様のご取材をご希望の方は、下記問い合わせ先

までご相談ください。 

 

閉会式／提言発表会にご参加いただける場合には、お手数ですが 10 月 11 日（土）までに、お申込用紙に必要事

項を記入の上、FAX または電子メールにてお申込み頂きますようお願い申し上げます。学生への個別取材をご希

望の方は、事前にご相談ください。 

 
  
 
 
 
 
 
 

「東北未来リーダーズサミット 2014」 東北被災地の学生による提言発表 

日時 2014 年 10 月 13 日（月・祝） 12：00～13：30 （メディア受付開始 11:45） 

会場 丸の内（お申込み受付後、会場をご案内させていただきます） 

概要 12：00 開始、挨拶 

学生代表スピーチ 

発表（チームごとにまとめた提言を発表） 

講評（小泉進次郎 内閣府大臣政務官兼復興大臣政務官） 

結果発表＆表彰 

合唱 

ご挨拶（竹中平蔵 慶應義塾大学教授） 

閉会 
※スケジュールは変更となる可能性がございます。 

※ビジネスカジュアル（ジャケット着用、ネクタイ不要）でのご参加を極力お願い申し上げます。 

  

 

問い合わせ先 一般財団法人教育支援グローバル基金 

担当：山岡 電話：080-7716-4884 / 080-2564-2054 E メール：:info@beyond-tomorrow.org 
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◆参加者プロフィール◆ 

13 日（月・祝）の閉会式では、下記の学生代表が、スピーチを行います。 

 

【八重樫伶（やえがし・りょう）岩手県立盛岡第一高等学校 2 年（岩手県山田町出身） 17 歳（10/13（月）時点）】 

幼少期に両親を亡くして以来住んでいた山田町にて被災、自宅を流失。故郷が震災により壊滅的なダメージを受け、

地元の住民が心身共に疲れ果て町に活気が失くなった様子を見て、将来は山田町に戻り医師として故郷に貢献するこ

とを決意。困難な体験にあっても、自分は強い存在であるということを、これからの活動を通して伝えていきたいと

考えている。 

 

【横田万弥（よこた・まや） 宮城県気仙沼高等学校 1 年（宮城県気仙沼出身） 15 歳（10/13（月）時点）】 

東日本大震災で、両親、姉、祖父を亡くす。震災は辛い経験ではあったが、同時に、人の温かさを知る機会となった。

震災後、多くの人々に支えられた経験から、自分も将来、人を支えられる存在になりたいと考え、将来の夢は看護師。

故郷である気仙沼に定住する人や観光客を増やすべく、地域の良さや現状を多くの人に伝えていきたいと考えている。 

 

 

◆スケジュール◆ 

11 日（土）   オリエンテーション・自己紹介 

12 日（日） 午前  スピーカーセッション、ディスカッション（被災地のニーズ、復興への課題） 

午後  外部講師へのインタビューセッション、提言プレゼンテーション準備 

夜  ディナーパーティー 

13 日（月・祝） 午前  閉会式・提言発表会 

 

 

◆参加者在籍高校一覧（順不同）◆ 
岩手県 宮城県 福島県 東京都 

高田高等学校 石巻商業高等学校 気仙沼向洋高等学校 磐城桜が丘高等学校 日本学園高等学校 

盛岡第一高等学校 亘理高等学校 石巻高等学校 福島東稜高等学校 新潟 

盛岡中央高等学校 仙台二華高等学校 宮城学院高等学校 いわき総合高等学校 北越高等学校 

山田高等学校 仙台第二高等学校 東陵高等学校 湯本高等学校 山形 

大船渡高等学校 気仙沼高等学校 小牛田農林高等学校 会津高等学校 米沢東高等学校 

盛岡第二高等学校 多賀城高等学校 気仙沼西高等学校 平工業高等学校 海外 

水沢高等学校 柴田高等学校 石巻西高等学校 清陵情報高等学校 St. George’s School in Switzerland 

釜石高等学校 石巻工業高等学校 常盤木学園高等学校 いわき光洋高等学校  

住田高等学校 石巻北高等学校 志津川高等学校 磐城高等学校  

不来方高等学校   橘高等学校  

金ヶ崎高等学校   平商業高等学校  

大槌高等学校     

 

 

◆支援団体／後援◆ 

支援団体：ジャパン・ソサエティー 

後援：文部科学省 

 

 

◆BEYOND Tomorrow／ビヨンドトゥモローとは◆ 

教育支援グローバル基金は、東北被災地の若者がグローバルに活躍するリーダーへと成長することを支援することを

目的とし、包括的なリーダーシップ支援事業「ビヨンドトゥモロー」を運営しています。2011年より毎年「東北未来

リーダーズサミット」を開催、また、毎夏に「ビヨンドトゥモロー夏季グローバル研修」を開催、被災地からリーダ

ー候補を輩出するための取り組みを行う他、大学進学のための奨学金プログラムを提供しています。 
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「東北未来リーダーズサミット 2014」閉会式／提言発表会 

ご参加お申し込み用紙 

１０月 11 日（土）までにご返信ください。 

FAX：03-6745-9100  

Email：info@beyond-tomorrow.org 
御芳名  

 

 

御社名  

 

 

御媒体名  

 

 

部署名  

 

 

TEL  

 

 

FAX 

 

 

 

 

Email  

 

 

ご参加人数 

 

 

 

__________人 

お持込機材の

有無 

 

有り ・ なし  

 

（ある場合には、スチールカメラ、ビデオカメラなど具体的にご記入ください） 

 


